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20世紀末、コンビュータはSFの世界から

オフィスや家庭に入り込むほどに身近な存在となった。

同時に、凄まじい速さで新しい技術が.次々に開発され、

IT Onformation Technology)という新たな技術が注目されるようになった。

21世紀は、その流れがより一層激しさを増し、私たちの生活や組織、

そして社会制度にも大きな影響を与えるものと予測されている。

「革命Jとまで呼ばれるうねりの中で、私たちの生活はどのように変化し、

また、と‘のように向き合っていくべきなのか。

気鋭の社会学者、橋爪大三郎さんにインタヒ、ューした。

一一橋爪先生は社会学者で‘いらっしゃL、ま

す。 ます、社会学とはどういう学問なのか

をお聞かせください。

橋爪 炉 経済守~:も -tlkうけれども経済学で

はない，I攻iti'-'y:も論じるけれども政治午'で

はない。もっと社会一般に関わる、

最も一般的な人聞の行為や関

係のパターンを研究する学問で

す。 1J111論」と「実，iiEJに大きく分けら

れますが、.f1、の I)i. J文 I .tJl I !論で、す 。 ~~I[と

L 、うのは、 H: ~~，淵 Gì'などのフィー ) 1.- 1、ワー ク

や統凸|うけ:Irを行う号 専門ではないが、実

証(1':)なテーマにもI)!;I心はあって、JJUUI:

会とか、アジアとか、オウムのo)"if'lが，包こ

ればオウム、今同のようにITなど、J1!。論

O)jHfl こも | 民Diliすることは、興，，~、をJ与って

与えています¥

一一このところ IIT革命」ということばが

盛んに取り沙汰されていますoITの普及で、

私たちの生活は大きく変化するといわれて

いますが、どのように思われますか。

橋爪炉 まだI{riまったばかりなので、附 iji.
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そのかかわりを
展望する

に予iWIはできませんが、こうL、うことではな

いか、ということを悠l'l!してみましょうυ

IT}:I~:命の '1: 1伎をなすのはコンピュ-'1です。

コンピューヲの性fiEがよくなっていろいろな

ことができるようになり、 しかも小さく、女く

なると、 今までのコンヒ.ュータではできなかっ

たことも I可能になるかもj、11れません。人間

の音声で指示されて!.1i1)くものはもう実IIlfヒ
されてL、ますが、これが音声で応答

で き る よ うになると、 だ い ぶ 人

聞に近づいてきますね

例えば自動 !!I~売機は、好きなものを見つ

けて 、 お ~を人れて |会1 '，}でボヲンを]11'さな

ければならない。 これが白政}!!}~.光械の i)íiで、

I aiコーヒーください、あんまり1.4くないや

つね」と言ってそれが.'['1てくるようになると、

だいぶ人11'.1に近づいてきます。

J欠に、コンヒ。ュー夕方丸、くつもつながってい

るネットワークがあります。つながるとL、うの

は、通信のことです。 ti-は子紙があり、

屯 ïIl 、 m~l~ 、テレビとなった。 それぞれ

i虫干11ですが制約もあり、屯前は首ーだけ、

テレビは絵はあるけれど片 IWlJill行。これら

を全~1Iif1わせると、絵がついて背がつい

て双方向のもの、ということになります。

こうL、うものはすでにありますが、 コストが

高く、 辿信の'iJ・Eiが大き過ぎるために将

反していませんψ 大谷誌のi且bが可能に

なればゴ，flJlされるでしょう。 そうなると、

人間と人聞が直に顔を合わせ

なくても、あたかも会っている

ような状態を作り出すことがで

きます これに近いのは英会fl，日:~:校が

やっている[お茶のHnftl苧」です。特

製のカメラをr*い、 :l:lgれたところにいる先

生と数人の生徒が同じ回目lのrll/こ人って、

テレビを見ながら徒会。 j;fjのN~ができる ー

これによって教室までの1.U!dの1I;lill¥1などが

節約できます。双方li，}が可能になれば、ミー

テインク'ができるということです。

さらにもうひとついうと、コンビューヲでも通

信でもない、新しいものが生まれ

てくる可能性もある、 典型的

なのはAIBO，アイボ!のような

もの。 買ったH寺はまっさらな状態て‘すが、

飼っているうちに人間のことばに反応して

個性が出てきて、最後には世界に一匹の犬、

ペットになる。こんなものは今までありませ

んでした。今は犬に似ていますが、よく考

えてみると犬の形に似ている必要は全然

ないんですね。そこで今後は、 コンビュー

タが内蔵されていて、高度な知能を持っ

てillIJくもの、とL、う新しいジャンルができる

ことになります。 ニュースで「ノfラパラJ
を8mるロボットが紹介されましたが、例えば、

あのロボッ卜のおlliiに缶コーヒーを入れてお

く。呼び鈴がI!鳥って玄関のドアを聞けると

ロボットが立っていて、 「今日は天気がい

いですね、缶コーヒーご入用ですか」と、

それく旬、はできる技術水準になってL法す。

物を売られるのは迷惑で、すが、お年寄り

の家へ行って、「こんにちは、お変わりあ

りませんか。ちょっと血圧でも計ってみましょ

う」といって、しばらく話し相手をしながら

体渦なども計ってくれる機械も考えられますo

こうした析しL、タイプの 「機微」が続々と

はしづめ だt 喧ぷろ弓・ 1 9~R '1'.TI':''i川県生まれ

!I(京大学文子郎社会学科宇~ 同大学院社会";';[，If究科1，II.l:.i'l!f'l修了
執軍訴~hを税て、 1 989 年よI) ~[京工主 k守ーに動向

ijll.f.. 1日Jk学院社会~M工寺 町f究科川崎システム専攻fij'2 " 社会宇 目
J，な (;:;'fに、r.J必ゲームと社会則諸J"""号 ;1J 'I~ ，!f r;H. r仏教の言語t帆附J11リ町'"iJJlj'¥j'}ηp 

fはじめてのU，~逃 j，花 J 11 9掃局，;Ht山~rrr問、 f口 I~!としてのトl 会門学J (1リゆ".旬llifil附1.>
fijm忠.U!.lit味阿を与えればよいのかji I<)YI. ;./J山'川 1

f民主t::r旋';;;1は主 l悦首伽I~:β-1:の政:治白制l度l庄Eで品るJ 119開91.JI.刷州1I削lf代~ It白酌i:l司 f l主的?JR i1~r;.:宅J11明う ボ，h'IWII
r t，品 1 1\大三郎コレクション(主う ~)J I1岬点劫札制:'. fl'l吃通J( 1判号 'I ~ :!!i .!l-山

r t，日 I l\ k三郎町性会r=，i "~ .J\:J 11判ミ<L11 .~ IJl I . rf，品 J I\大三郎向性会 f:II~ .í\: ~ J (1川ー山1，'同t

f選択 l'tfl. Xll ，:;r-の教 r，'改革 t;~~ I:J~ ) J 川小均劫収川'i~. !J附

『こんなに闘った北刊~rJ <2明10，.l;tロ一円 「常 ，fli浪 t l:~干のlJí! J1 U J I.:!凶陶作'，lNI 

f天宝の'i~ ~I"i'・tf-f: J 口酬1. 1 f:. 1 f/i:.II，制ほかj; fl .
ホームページ・ http;iへ、 \\'w2 、 " I dピS.t llピ正 h .~I l". i r -ha~h iχm 

E-mail・hashizl1l@、，，1<1凶 山 町 h.acjp

開発されてL、く可能性がありますね。それ 橋爪炉 いちばん大事なことは、企業が

が単体ではなくネソトワークでつながると、 どう変わるか、人々の労働がと‘う変わるか

先のロポットのWIJで、は、血圧などの計 です。AIBOのようなものがあって、企業

測データを無線でやりとりして、 が人間の人件費を考えた時、ロボッ卜が白

異常があれは軍師がかけつける、 動車10台分の値段になってくると、そろそ

とL、うことも可能になるで冒しよう。IT革命は、 ろ人聞を機械に置き抑えた方がいいかな、

こうした3つの製紫、 コンピューヲ+迎!言+ と思うようになります。2、3台分になると、

新しいヲイプの 「機械」から発展していく かなりE重き倹えようとl 叶忠;:ii~が強くなって 、

だろうと思います。 1 台分だと、 すぐに(j;J~き検えられてしまうでしょ

一一コンビュータ技術の発達やITによって、 う。ここに、新しい労働再編成が

そうし、うロホyトが生まれてきたとしたら、人 起こる可能性がある v 自!!Iii憐は

聞に取って代わられてしまうのでは? 屈の外1)[11に夜でも;泣いであって、缶コーヒー
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やタノ〈コなら':/iじれる しかしもっと甘.~IlJな

やりhでモノを売ることをI縫械ができるよう

になれば. !!反，f己 !f.!が 1i.\\ 111~ ，ニ;百きJ53えられ

るかも知れません 介絡については、人

間関係が椛むとわずらわしい1(11もあるので、

むしろ1i.¥¥l"ixの方がいいかも勾|れません 。

l、ずれにしても、人間の'?i例はコストがか

かるので、機械でi泣きJ免えられないか、と

なるわけで、機械の性能が上がれば、こ

れからますますi訪問見になると考えられますー

しかし、機械にできることは何も

人聞がする必要は な い わ け で .

自然の流れともいえるでしょう

事業所のOA(オフィスオートメーション)

化が進みつつあった頃、労働組合がOA

機器の導入に反対したことがありました。

今起こりつつあるIT革命も、抗うことので

きない動きなのでしょうか。

橋爪~ Nっても(1:1jーがないて・すね 19 

世紀初めのイギリスで、産業革命による機

械化に反対して{浅川をJ突したラゾダイト迎動

というのがありました 気持ちはわかるが、

来たしてそういう|目J:mなのかどうか、怖か

にI片〈しい孤lはある しかし、川イ七というの

はそうl、うことを乗り越えて進んで‘いくんで

す ね機械の存在は、 大きな意

味でコストの削減 になるわけで

すから 、 人類の福祉に結びつ

くことといえます また、重労

働や危践を伴う作業から人聞を

解放するという意味合いもあ

るでしよう

一一IT革命に関連してよくいわれるのは、

あらゆる業種で「中間jに位置する業態

か衰退してしくのではなし、カ¥とL、うことです。

例えは、航空券の販売窓口は旅行代理

庖でしたが、インターネy卜とLヴITを使うこ

とで、航空会ネ ず:自費者と直接、予約・

販売を行うようになり、中間にある旅行代

理底の影が薄くなっています。ITによるこう

した変化をどのようにお考えですか。

橋爪~ k:IHii~の 11;) ;:';1;でhわれているもの

のうち、計算や当j't1t1J~!などの ij i. 純作見、

liOA化でだいぶJ'ifτI-l、てきました 少し

L必問的なJ;"i]l也としてことばでのHI，必があり

ますが、;答仁川とl';~のような iド純なものであ

れば、コンヒJユーヲにほきJblわる i'[fjgYIが

あります そうすると本当に人間でな

いとできないものに限って、社

員が行うことになるでしよう

人聞は、 10人くらいのグループしか統析で

きない、といわれています 前がj且じて

議論がまとまるちょうどいいサイズ、とl、うこ

とで-9"-100人の制 l~:f，\は 10人のまとまりを作っ

て、その代表が参加する会議を('1'って 一

段F皆にする トソフから下までのtHlに(，':慣

するのが'1-'r:'，] ij~: J~H職です lJ~らはそれぞ

れの27』i誌をJ::':'(;しているわけで・すが、こ

のシステムが判H寺さオlるかと、うか (yl]えば、

社員が(.J:L~に「巾1'1\1 信:J:H械がJ!性能でrr:
\t~がうまくl 、かなl 、」と直訴したとします 「そ

れならIili:j定メールでやりとりをしよう」となっ

て、 中間管理 職 を 全 部 な く し た

としたら、社長のパソコンは宋

読メールの山になります その

ために、メー )~を読む係を 10 人 ;JIけなけ

ればならないとしたら、 'l'II¥I:j'¥・J1!iji品をなく

した怠l川，Ii('1だったのか ~~たしてどこま

で、簡単になるのか、 riWIはそんなに'作易

ではありません しかし、 r"jらかのスリム

油取はあるだろうと思いますl

さらに、本11に人|聞がやらなければならな

いことだとしても、 l、ちいち-1':(，1:に4、なけ

ればならないのかどうか 1~I)i;の日S f~t -;')) 

って
化する
い。しカ、し、
実Lてこそ

新しい時代は柔かれる
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県というのがあって、会，I-I¥lを行ったりf山下|

との辿絡などが[史干11なので、行1;会へ行r:会

へと集まっていましたが、その必要仰がmt
れてくるかも1"1れません そうなると、地

(1 1I i の (l~l 、ところに t~'li!;することでコストを I'íll

械でき、通5・1)1I_'t'If¥]も削減できます 航空

みなどは邸;11できますし、引j町住で受け[[i1っ

てもいい つまり、 ↑I~iH.Iのやり取りでいい

わけですから、 '1-'11'，]がなくなるということが

とても起こりゃすいJ 山I:-Rゃ政J五など、↑J1

H<そのものを送りhTiけるI!I'!~~もそうです ，

しかし、これに物流が絡んでく

ると、同じことが起こるかどう

か は 簡 単 に は い え ま せ ん

一一インターネットや電子メールの普及で、

これまでよりも国民の政治参加がしやすくなっ

てくるのではないでしょうか。

橋爪' 政治についてITと1'901わりが深い

のは市(議会です II!，]絞民主:]111ではなく

て佐般民主iJjllだ、もはやコンビュータでそ

れができるのではないか、という議論があ

ります みんながオンラインて・つながって、

ある主題について位以をして多牧決で決

めようというものですが、夜、は:JI'倒的にJ担
えています

みんな|亡しいから、そんなにしょっちゅう政

~fì的な怠!~l~)~定はやりたくないと思ってい

ます 代議:Ijlll(主主義のいいところは、

たまの選挙で、 1=1うよの支持政党の似tlliお

をj笠び、あとは仰を自主制してl寸Lばいいこ

とです 今はこれでうまくいっている そ

れをむき，'1'，しの多Eじたにしてしまうと、代

議1:イ'(Eになって、 í~i'1 l ~がぶ人の、ちょ

うどli:i}， ciにくっつく鉄1¥のようになる lを1

'MIJ;}-はどっちにっこうというのはないけ

れど、 r[，ぜりあえず'NlifJiがあるからくっつこうか、

メ|拘tがあるからくつつこうか、そんなタ

イプの意思決定の集積で、官票

でも多い方が選択されるのは、

とても危険だと思います

本米、政策とはH、系的なものだから.減

税するかjlf悦するか、桁1祉を充実するか

j~í llihえするか、市N:か'JT(焔かなどいろいろあっ

て、それそ- ~tが)fWIしています 政;:j[を

ばらばらにして「これはどうですかJIl、

いですね」と;Jとめたら、それぞれの多級

決の附lに辿|主|がない この連聞を作

り 出 す メ カ ニ ス ム が 白 政 党 政

治であり代議制民主主義です

政治家は児，:ii~があるから、こんな 'IT ;'#，をや

りながらこの程度の悦金しか取らないので

は不可能だ、と 4-えて‘ ~I' JH'-H IY'J なこと

はいわない また、政党は分業していて

同ril:も外交もやりながら、その結果、 j:' :1;1 

はこれくらい必~だ、とìhめている 政党

が惚数あるJ-'lli:tilふ JPJt ~JÚI'~ なjf~Wをn

ち山したII!Jにチエソクをかけるためです

電子談会で、はこれが全ßI ~なくなってしまう

代議士も政党もなくなったら刷ります こ

の部分は電子化せずに、人間の

仕事に残しておいた方がいい

イン7ーネソトによるI白・般民主i!jllは、 あった

としても極めて|決定される、というのが払

の考えて。す

経済面ではe-ビシ。ネスやネットバンキ

ンクなどが話題になっていますが、これらが

普及したとして、どんなことが予測されますか。

橋爪' 貨幣 J&lt::' ，ì~1 ってこγ1 じですか

lVIV=PTで表されるんで‘すが、 i'vlii貨幣ff1.

で、 VI立通貨が(:1会を 1fl'-f'IllIニ(iiJ回'1日、した

かをポす速度、 pは物(111i水準、 Tli!日貨の

取引総量をぶします 他が定の.tZ}(-1、

J凶貨の11;11' tlfがJFlえると物(11Iiが |ーがる=イ

ンフレになる、とi、ぅ:L(:です

ところで、 皮;f.;fi?が1}、われてから乏け

lT~った人が次にお J::を陀うまでの 11_'t'I I!，]は、

尚忙[留によってある f'i~'~ "Jとしています

実|深は多くのJ場合、小切 TでJと流されま

すが、小I;JJf-I正副ii1'1二文1}‘われた{辻、

子 II~ 交fí，-'!刊を辿して銀行 1 1\ 1 で交JGJされ 、

fr{ ~': 'f IY~にはj~山j:J(ji-に11'ってn:!~cに WJめ

られます この間のHキWIを(1，，(に -)Jiilll'，]とし

ます これが'屯 {-決済になったらー|呼で

終わってしまう。iJとυうスピードが |ーがるとい

うことは、通貨の回転速度が増え

ることにつながりまずから、通

貨の発行量がそのままたーとイン

フレを引き起こすことになります

これを児隙川 [1なうと~:'~~i~)!.li 'j日;、 1-'1 に 金融

政策に失敗することになります

似たようなことは株式でも起こります 株を

下(つである IIN'} ，'，(で売 wし、その代金を U~

消して;欠のH'II:!!III人のための資金にしよ

うとした.tJ，，~合、これまではある t~'1!)'O)IIMf\l

が必I変でした ところが'，'II-fihi?iて、はあっ

とl吟11¥1に消んでしまL、ます I これによって、

作資家が株式を売11;:1:する機会がl担|的{こj問

えることになり、株(llliiNiし・戸1下するiJJtiE-I"1

がよ:jくなります ーー }j、金融r]iJt>>のかな

りの需要がデリパテ fブ(:1':1.4虫派'1.:Isj "11
1
1 )で

l[x f)づ|きされていますが、これはあるフロ

グラムで、:i'I:JII!されています ーIJHと卜|浪が

Jヨ定されていて、その金制の:riUIillをF也え

ると，たりi?-iびせを1iったり、 ii)!:Iニ殴って買っ

て民l、まくる、とl、ぅ(Hllみになってi悼す

'di -(-~)~~J~ によって例<ll lI iが乱高下して、こ

の範即1r)~ を，也えるようなことになると、 tl î

J，C}が大;rUiLに1:liiるかもしれなl、

ihií'iが :;4: Vf;の f-JI'~や株式をj且さないで市

子 II~Jに 1丁われるようになると、こうした現象

に結びつく可能性もあるので、注意が

必要でしょうね 電子取引「バ

ラ色」ならず、です

一一ITが発達し、先ほどお話されたような

双方向の通信が実現された場合、それによっ

てコミュニケーションの取り方にどのような

変化が起こると思われますか。

橋爪' コミュニケーションのいちばんの

j五本は人とI(!iとrIiJかつて訴をする方法です

しかし、そのためにはそこに相子がいない

とl、けませんから、 IINrL¥Jを制自白するのが大

変で、会議の連続になったり走り

回 ったり、相手が不在で会えな

か ったりというコストを、今ま

では甘受していたわけです

;((1J[f'JのIlili['{:と ì~i.;-liが(1'うコミュニケーショ

ンは、あたかもIlのがIて、会っているかのよ

うに十11，談することが汀JliEになりますから、

II-\'I，'\]と.tM刊の ;]jIW~を少し ~'Dlllすることがで、

きます 実j:~~に会わなくても会』泌ができま

すし、).!:，み人ったH1 ~:Jiができます

ただ、これだけになってしまうことはないだ

ろうし、ありiりないと思います 1LIは2→Il.'i

j，'¥]で、:日るII!J・11'，]や食事の11寺11_¥1などを考え

ていくと、 イン7ーネノトやi'l:i下11'.)なコミュニケー

ションに(;1きfTえるII.'J']I'"もやはり f'iliNです

JltW'I'の人に会えるとしても、 fJl'iJfにはそ

んな lI~d-，"']はありません

~U~~ 、 ，t!: (I'(Jなコミ斗ニケーションの子伐

を陀って;lH仁会いにlJくかというと、主型H本〈

H的Vには|甘向L司1)汁T泊がt汁叫引1主知、<11卜h一7コている人て

にアケセスをして 「このl印前F刊IJt.おJ会いしましたが

よろしく」という 11形I:~で れ初jめてコミ二斗Lニケ一シヨ

ン汁fカがJ戸1刊刊H収制I収tυ1れlるわけです、双方向だから

と いって見ず知らずの人を尋ね



てゼロから関J.~を作っていく、
例えばセールス}するというこ

とは成り立ち に く い と 思 い ま す。

ですから、今までのように物理的に会うと

L、うことと織り合わさって、補助的な手段

として使われることになるて、しよう。 会社で

あれば実際のミーテインク"IJl月に1聞で、そ

の他はオンラインのミーテイング、という}f~に

なるでしょう。コミュニケーションは基本的

にはあまり変化はせず、便利になるだけだ

ろうと思います。

一一よく「コンビュータを使うようになって

から漢字が書けなくなった」といわれます。

これをITによる弊害とする意見も聞かれま

すが、どのようにお考えですか。

僑爪炉 私はワーフ'ロを使うようになって

から10数年になりますが、だんだん手で

字が書けなくなってきています。昔手で書

いていた私がそうですから、早いH寺!明から

キーボードを使う人は、手で字を書く力は

弱くなると思います。 しかし、総体として

みると、コンヒ'ュータの普及によって、 「文

章を書くことのできる人」は顕著に培える

と思L、ます。例えば、外国人は漢

字を書くのが苦手で、なかな

か日本語 の文章を書けないも

のですが、ワープロがあれば、

音さえ聞き取れれば、また、

読むことができれば文章を書く

ことができます。 英文てもスペルチェッ

カーや文法のチェックソフトを使えば、細か

いことまで覚える必要がなくなりますね。

音声入力が普及したら、ますますこの傾向

は強くなるでしょう。キーボードを使うことで

潔字を手で書けなくなるなど、とかく「弊害j

としてマイナス而だけが強調されがちですが、

最終的に 日本語で文章を作成

できる人口は 増 え て い る の で す。

一一 IIT革命j は脳の機能の一部をコ

ンビュータに代替させることだとして、特に

児童のコミュニケーション能力に悪影響を

与えるとの意見も聞かれます。こうしたこと

について、どう対応してし、くべきでしょうか。

橋爪炉 機械の特徴は、設言|できること

であって、予想される性能で動く却、うこと

です。もしコミュニケーションを機械に依存

した場合、その機憾の性能の範囲内でコミュ

ニケーションをしますので、より予;慢された

ことが起こりやすL、例えば、押し売りが

来た場合、本物の押し売りを懸退するの

は大変ですが、インターネットの押し売りは

スイッチを切ればいい。本物の押し売りが

大変なのは、相手がどう出てくるかわから

ないからです。そうL、う予iWI不可能性は、

機械を介在しているおかげで防げるわけで

す。とすると、最初から機械を介

在させたコミュニケーションし

かしない環境で育った 場 合 、 相

手の予測不可能性を理解でき

ないのではないか。 今のご質

問はそういう意味ですね。

田舎に住んでいた頃は都市に行くことがい

いことであったし、今は昔日T有に住んでいる

から田舎に行くことがL刈、ことになるわけで、

欠けていることを補おうとする，ITを駆使し

た機怖を媒介にしたコミュニケーション手段

が普通になれば、そうではなL、状態を作り

出して、特に小さい子どもはそうL可状態

になるべく長い11寺問おいてバランスを取る。

これは智恵て・すから、それをすればいい

わけです。日本はそうl、ぅ特殊生活をして

おきながら、キャンフ。をしたり田舎で1か月

暮らすとか、ちっともやっていませんから心

配ではあります。直に人間同士がコミュニケー

ションをする状態を作り出さなければならな

L、ことははっきりしています。

一一ITの普及とともに対それに関する知識

の差が、情報量や社会的な格差が生じる

という、いわゆる 「テ.ジタJレテsィパイド」 が

問題視されています。これを克服するため

にはどういうことが考えられますか。

橋爪炉 キーボー ドでなく、音声による

応答が大切だと思いますね。しかも、普

通の人の言語能力に合わせたもの、普通

に話していれば機械に指示できるもので合

ることが重要だと思法す。テツタルディ

バイドはインターフェイスを改

善することで、かなりの部分

を克服することができるでしょう。

ただ、そこまで技術が進むまでの聞は、そ

れぞれが勉強もしなければL、けない。

一一一価格の問題もありますね。安くはなっ

てきではいますが、端末であるパソコンを

買えない人もいます。図書館などの公共

施設に設置することで解決しようという考え

もあるようですが。

橋爪炉 本当に便利なものだとしたら、図

書館まで、出かけていって行列に並ぶことに

なるで、しよう。待ち11寺聞は11寺聞のロスにな

りますから、そうした対応は無理です。1

人1台とl、わす¥1人う、 6台という時代に

なるでしょう。テレビや電子レンジなどの家

電製品には、すでにマイクロコンピュータが

組み込まれていますね。それがもっと発展

したものが、たくさん出回るようになる可能

性があります。パソコンだけがコンピュータ

ではありません。コンピュータの価絡はもっ

と安くなるでしょうね。今は、冷蔵庫や洗

濯機はみんな買っていますよね。それは

生活長低装備だからです。J'¥ソコン

がテレビ並みに普及したら生活

最低装備になりますから、税金

の手続、緊急災害情報などを

提供する手段になっていくで・しょ

う ね。 基本は情報端末のコストダウンと、

コンビュータの進歩で・すが、それにはずイミ

ングの問題がありますから、すぐに解決す

るというわけにはいかないでしょうけれど。

それから、携帯電話だってコンビュー

タと考えていいと思います 2

インターネットにも接続できま

すし、メールもできる d キーボー

ドはなくても、機能としてはコンピュータで、

すよね。

一一先生ご自身が、お仕事や執筆活動の

中でどのようにITに関わるようになられたか、

その遍歴をお聞かせください。

橋爪炉 本はmn&できないけれども、み

んなに自分の書いたものをfi-/(んてもらいたい、

と思う11抑制がありました。そこで‘首'i:l'eきゼロ白ソ

クスを使いましたの トレース~d~を買ってきて、

鉛筆で書いたり消したりして原稿を作り、 1

枚う円で悦く。 11誉写，~~は一度にたくさん印

刷するのには剛、てl、ますが、青焼き

ゼロックスはt部いる時に印刷し、

3部いる時に聞刷するという具

合なので、在庫はゼロ 3 オン

デマンドですね(刻。次はコピーで

す。コストは1枚10円でしたが、退色しま

せんし、トレース紙ではなくて普通の紙で

よくなりました。しかし、いずれにしても汚

l、字だと読んでもらえないので、書くH寺に

階書体て、きれいに告かないといけない。

そこにワープロが登湯しました。ワープロで

は消したり書いたりする手間がなくなり、

印字もきれいです。それをコピーで必要な

部数を印刷していました。これが最初の

段階です。次に、知lり合いだけに配るの

ではいけない、と思いました。相手から注

文があった場合に配りたい。頒布会ですね。

原k~~があって、 t主文:があったらその分をコピー

して郵送します。著作リストを作っておい

たのですが、これはコストを自分で負但し

て送るしかない。これが次の段階ですe

そこへインターネy卜がお易しました。著作

リストをホームページに載せて

おけば、相手が勝手にアクセ

スして注文してくれます， これ

で解決です。 以前、アクセスカウンター

があった時には、半年か1年で1-2万円ー

でしたから、郵送料を考えると数卜万円の

コスト ~íll減になっています。 すで、にやって

いる業務を置き娘えるという怠l川、では、と

てもl、L、と思います。

Il¥JfIl'iは、このマネジメントを私がやりきれな

いことです。ワープロは自分で打っていま

すが、ホームページの更新は外注していま

す。郵送料はかからなくなりましたが、こ

ちらにコストがかかっています。しかたがな

いですね。

仕事では、以前は原稿を郵送したりFA}(

をしていましたが、今は電子メールがとて

も多いです。メール上のテキストデータは

そのまま版下に使えるらしいので、:tJち直

しによる間違いがな¥'0とても重宝してい

ます。アメリカにいた時にも、問

題はありませんでした。 電子メー

ルは電話と違って、相手の迷惑

を 考 え な く て い い と い う と こ ろ

がすばらしいですねd

一一一最後に、私たちがコンビュータとより

よく付き合っていくために、どのような努力

を払ってL、くべきとお考えですか。

橋爪怪 人聞がコンヒ.ュータに付

き合おうと考えているうちは、

まだコンビュータのレベルが低

いのであって、 コンヒ.ュータの

方 で 人 間 と ど う 付 き 合 お う か と

考えて歩み寄ってくる、これがコ

ンピュータの正しL、姿です。これは実はイ

ンターフェイスの問題です。仰はぱお年脊

りの人がキーボードがちょっとね、とか、プ

ロパイダって何だ、というのではダメなんで

すよ。i詰近あるメーカーが51i売したテレビ
とl、うのがおもしろいで色すね。基本的には

液晶のテレビ渇:んですが、タッチノfネル{こなっ

ていてキーボードがなくてもメールが書け、

インヲーネ y卜上にある画像やテキス卜がLT~り

込める。 また、 ìl~品画面が取り外して・きて、

本体と!!l¥線て‘つながっているので、本1

nJt分のテキストをダウンロードして好きなJ易

所で読むことができる。これならコンピュー

タを触ったこともない人でも伯乙椴のやりとり

ができます。コンヒ。ュータはこうL、うふうに

なることが大切だと思いますね。
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